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  《 １１月２２日以降の日本会議兵庫関連団体の主な催物 》 
    〇11月25日(土)1４時 三島由紀夫・森田必勝両烈士追悼祭(13時30分開場) 問合先 07055082577  
       (会場：長田神社 2,000円 先着50名会員限定 要予約(申込１０月号ご参照) 記念講演；講師百地 章先生)              
  〇12月 ９日（土）1５時 日本会議兵庫神戸支部設立総会（記念講演；講師 西岡 力先生）別紙申込 
     (会場：楠公会館 湊川神社 参加費 事前１,５00円（当日２,０００円）学生割引有 懇親会５,０００円 )             
  〇12月17日（日）１３時半～15時 憲法改正街頭活動 神戸大丸前 問合先 07055082577 
  〇12月23日（土） ８時半～日本会議兵庫中・西播磨支部 姫路護國神社清掃奉仕活動 
  〇 1月８日（月・祝）１１時～1２時半 憲法街頭活動(成人式) グリーンアリーナ神戸問合先 07055082577  
  〇 2月11日（日）建国記念の日を祝う会（神戸，姫路）   
   （神戸会場）１３：３０兵庫県民会館パルテホール（開場１２：４５）[構成；講演会・式典・パレード] 
     講演は、勝岡寛次氏（明星大学戦後教育史研究センター） 「建国精神と明治維新150年」（仮） 
   （姫路会場） （記念講演；講師未定）   未定部分は，決定次第最新号でお知らせいたします。 
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列
島
を
横
断
し
甚
大
な
被
害

を
も
た
ら
し
た
超
大
型
で
非
常

に
強
い
台
風
二
十
一
号
の
影
響

に
よ
り
、
當
日
は
生
憎
の
雨
天

と
な
っ
て
出
陣
學
徒
壮
行
會
の

よ
う
な
秋
雨
が
降
り
し
き
る

中
、
戰
歿
學
徒
記
念
「
若
人
の

廣
場
」
（
南
あ
わ
じ
市
阿
万
大

見
山
）
に
於
い
て
全
國
戰
歿
學

徒
追
悼
祭
が
齋
行
さ
れ
た
。
大

東
亜
戰
爭
で
戰
地
又
は
軍
需
工

場
等
に
動
員
さ
れ

亡
く
な
ら
れ
た
、

二
十
萬
人
余
の
學

徒
の
御
靈
を
慰
靈

す
る
た
め
建
立
さ

れ

た

同

廣

場
に

て
、
終
戰
五
十
年

を
迎
へ
た
平
成
七

年
か
ら
齋
行
さ
れ

今
年
で
二
十
三
回

目
と
な
る
。
昭
和

十
八
年
十
月
二
十

一
日
に
東
京
・
明

治
神
宮
外
苑
陸
上

競
技
場
で
出
陣
學

徒
壮
行
會
が
開
催

さ
れ
た
故
事
に
因

ん
で
、
毎
年
十
月

二
十
一
日
に
開
催

し
て
ゐ
る
。 

諸
般
の
事
情
に
よ

り
平
成
七
年
よ
り

閉
鎖
さ
れ
て
ゐ
た

「
若
人
の
廣
場
」
は
、
荒
廃
を

極
め
大
変
憂
慮
さ
れ
る
状
況
が

長
く
續
い
た
が
、
南
あ
わ
じ
市

並
び
に
兵
庫
縣
を
始
め
復
興
を

願
ふ
方
々
の
ご
努
力
に
よ
り
、

平
成
二
十
七
年
三
月
十
五
日
に

都
市
公
園
と
し
て
再
開
さ
れ

た
。 



 

追
悼
祭
で
は
近
畿
各
地
よ
り

參
加
し
た
靑
年
神
職
が
祭
典
を
奉

仕
し
、
本
名
孝
至
幹
事
長
と
兵
庫

縣
知
事
（
代
理
）
が
追
悼
文
を
奉

讀
し
、
海
上
自
衛
隊
徳
島
教
育
航

空
群
徳
島
航
空
基
地
喇
叭
隊
の

「
悲
し
み
の
譜
」
「
國
の
鎭
め
」

「
水
漬
く
屍
」
三
曲
が
吹
奏
さ
れ

た
。
次
い
で
山
口
縣
・
朝
田
神
社

宮
成
眞
澄
權
禰
宜
と
香
川
ト
モ
コ

さ
ん
に
よ
る
、
香
淳
皇
后
よ
り
賜

は
っ
た
御
歌
に
よ
る
「
み
た
ま
慰

め
の
二
人
舞
」
を
奉
奏
、
尼
崎

市
・
福
田
寺
槇
尾
亮
順
住
職
他
に

よ
る
般
若
心
經
讀
經
、
キ
リ
ス
ト

の
幕
屋
の
方
々
に
よ
る
讃
美
歌

「
わ
が
や
ま
と

の
く
に
」
「
海

ゆ
か
ば
」
奉
唱

な
ど
、
教
義
宗

派
を
超
へ
多
く

の

ご

來

賓

の

方

々

を

迎

へ

て
、
總
勢
一
八

〇
名
も
の
參
列

に
よ
り
嚴
粛
裡

に

齋

了

さ

れ

た
。 齋

了

後
、

毎
年
祭
典
を
ご

奉
仕
戴
く
神
道

靑
年
會
を
代
表し

て
神
道
靑
年
全

國
協
議
會
の
佐
野

巌
會
長
と
、
兵
庫

縣
姫
路
護
國
神
社

宮
司
で
あ
り
兵
庫

縣
神
社
廳
長
の
泉

和
慶
氏
の
ご
挨
拶

が
あ
っ
た
。 

 

式
典
の
後
、
ホ

テ
ル
ニ
ュ
ー
ア
ワ

ジ
・
プ
ラ
ザ
淡
路

島
に
會
場
を
移
し

て
總
會
を
開
催
。

一
三
〇
名
余
り
の
參
加
者
の
も

と
、
明
年
の
第
二
十
四
回
追
悼
祭

を
縁
故
の
日
で
あ
る
平
成
三
十
年

十
月
二
十
一
日
（
日
）
に
齋
行
す

る
こ
と
な
ど
を
採
択
し
、
日
本
會

議
三
木
英
一
會
長
の
發
声
に
よ
り

參
加
者
一
同
で
學
徒
の
御
靈
に
献

盃
を
行
っ
た
。 

 

台
風
の
接
近
に
て
生
憎
の
天
候

と
な
っ
た
が
、
特
に
キ
リ
ス
ト
の

幕
屋
の
方
々
に
は
今
年
が
土
曜
日

の
開
催
日
と
な
り
、
早
く
か
ら
學

徒
と
年
齢
を
同
じ
く
す
る
學
生
の

參
列
を
呼
び
か
け
て
い
た
だ
い
た

こ
と
も
あ
り
、
中
髙
生
の
姿
も

あ
っ
て
世
代
を
超
へ
て
多
く
の
有

志
が
相
集
っ
た
。
終
戦
七
十
二
年

を
迎
へ
て
、
「
行
く
末
の
礎
と
な

ら
ん
」
と
散
華
さ
れ
た
學
徒
の
御

靈
を
追
悼
し
、
緊
迫
の
度
を
増
す

東
亜
細
亜
情
勢
の
中
で
我
國
の
行

く
先
を
案
じ
、
さ
ら
な
る
平
和
を

希
求
す
る
こ
と
を
誓
ひ
盃
を
あ
げ

た
。
今
後
も
追
悼
の
儀
式
を
継
續

す
る
こ
と
が
今
に
生
か
し
生
か
さ

れ
る
者
た
ち
に
与
へ
ら
れ
た
責
務

で
あ
り
、
永
遠
の
祈
り
の
場
と
す

る
こ
と
を
御
靈
前
に
お
誓
ひ
し
散

會
し
た
。 

 
 

 

憲
法
街
頭
活
動
の
報
告 

去
る
十
一
月
五
日
、
月
例
の
憲

法
街
頭
活
動
を
行
っ
た
。 

参
加
者
は
三
名
と
少
な
か
っ
た

が
、
三
人
集
ま
れ
ば
何
と
か
、
継

続
は
力
な
り
で
、
「
あ
り
が
と

う
、
自

衛
隊
」
「
半
島

危

機
」

「
憲
法
改
正
」
「
自
衛
隊
明
記
」

等
を
訴
え
た
。
奇
し
く
も
ト
ラ
ン

プ
大
統
領
の
訪
日
で
あ
っ
た
当

日
、
こ
れ
か
ら
起
こ
ろ
う
と
す
る

半
島
情
勢
は
、
ど
の
よ
う
な
結
末

に
な
ろ
う
と
も
、
背
後
の
中
国
の

影
響
が
大
と
な
る
こ
と
は
避
け
れ

な
い
と
い
う
、
聖
徳
太
子
の
時
代

や
白
村
江
の
戦
い
以
来
の
同
様
の

課
題
に
備
え
る
た
め
に
は
、
日
米

同
盟
を
確
固
と
し
て
、
日
夜
国
の

守
り
に
献
身
さ
れ
る
自
衛
隊
の

方
々
へ
の
感
謝
を
表
す
空
気
醸
成

と
憲
法
へ
の
自
衛
隊
明
記
の
一
歩

を
踏
み
出
す
憲
法
改
正
が
ま
ず
必

須
で
あ
る
こ
と
を
強
く
訴
え
、
あ

り
が
と
う
自
衛
隊
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

チ
ラ
シ
お
よ
び
神
戸
支
部
設
立
記

念
講
演
会
（
西
岡
力
氏
、
十
二
月

九
日
）
チ
ラ
シ
を
各
九
十
枚
配

布
、
十
筆
の
憲
法
改
正
賛
同
署
名

を
得
た
。
情
宣
中
、
激
励
の
声
を

か
け
て
く
れ
る
若
い
ア
ベ
ッ
ク
も

い
た
り
で
、
心
強
く
思
っ
た
。 

次
回
は
、
十
二
月
十
七
日
日
曜

日
午
後
一
時
半
か
ら
同
場
所
で
、

さ
ら
に
明
年
一
月
八
日
に
は
、
恒

例
の
神
戸
市
成
人
式
参
加
の
若
者

を
対
象
に
チ
ラ
シ
配
布
を
グ
リ
ー

ン
ア
リ
ー
ナ(

神
戸
総
合
運
動
公

園)

で
行
う
予
定
。
会
員
諸
氏
に

は
是
非
ご
協
力
ご
参
加
を
呼
び
掛

け
た
く
付
記
さ
せ
て
頂
い
た
。
お

問
合
せ
は
表
頁
の
連
絡
先
ま
で
頂

け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。(

市
橋
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